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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　単繊維径が５１０～８００ｎｍの長繊維からなるポリエステルフィラメントＡを含む糸
条であって、前記ポリエステルフィラメントＡのフィラメント数が５００本以上であり、
かつ前記ポリエステルフィラメントＡが海成分と島成分とからなる海島型複合繊維の海成
分を溶解除去して得られたフィラメントであり、糸条に、単繊維径が１５００ｎｍより大
のフィラメントＢが含まれており、かつ糸条の総繊度が１５～８００ｄｔｅｘの範囲内で
あり、かつ糸条に染色加工が施されている糸条に、糊剤および／または油剤を含む集束剤
を、糸条の重量に対して０．１～１５重量％付与し、
　該糸条を用いて布帛を製造することを特徴とする布帛の製造方法。
【請求項２】
　布帛を製造した後、ソーピング加工する、請求項１に記載の布帛の製造方法。
【請求項３】
　単繊維径が５１０～８００ｎｍの長繊維からなるポリエステルフィラメントＡを含む糸
条であって、前記ポリエステルフィラメントＡのフィラメント数が５００本以上であり、
かつ前記ポリエステルフィラメントＡが海成分と島成分とからなる海島型複合繊維の海成
分を溶解除去して得られたフィラメントであり、糸条に、単繊維径が１５００ｎｍより大
のフィラメントＢが含まれており、かつ糸条の総繊度が１５～８００ｄｔｅｘの範囲内で
あり、かつ糸条に染色加工が施されている糸条に、糊剤および／または油剤を含む集束剤
を、糸条の重量に対して０．１～１５重量％付与し、
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　該糸条を用いて、靴下、手袋、サポーター、衣料、織編テープ、紐からなる群より選択
されるいずれかの繊維製品を製造することを特徴とする繊維製品の製造方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、超極細のポリエステルフィラメントを含む糸条であって、取扱性に優れ、か
つ高品位の布帛や繊維製品を得ることが可能な糸条、および前記糸条を用いてなる布帛、
および前記糸条を用いてなる繊維製品に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、優れた滑り止め性能、ワイピング性能、ソフトな風合いを得るため、超極細のポ
リエステルフィラメントを用いた布帛が提案されている（例えば、特許文献１参照）。
　しかしながら、かかる布帛において、海島型複合繊維を用いて布帛を得た後、海島型複
合繊維の海成分をアルカリで溶解除去するため設備上の制約があり、また、工程が複雑に
なるという問題があった。さらには、ウールなどの耐アルカリ性に弱点がある他繊維との
交織や交編ができないという問題があった。
【０００３】
　また、特許文献２では、超極細のポリエステルフィラメントが提案されているが、かか
る超極細のポリエステルフィラメントを用いて布帛や繊維製品を製造すると、製造設備に
よりフィラメント表面が擦過されることにより糸切れなどが発生し、工程安定性に劣り、
高品位の布帛や繊維製品を得ることができないという問題があった。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】国際公開第０５／０９５６８６号パンフレット
【特許文献２】特開２０１２－１９３４７６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本発明は上記の背景に鑑みなされたものであり、その目的は、超極細のポリエステルフ
ィラメントを含む糸条であって、取扱性に優れ、かつ高品位の布帛や繊維製品を得ること
が可能な糸条を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明者は上記の課題を達成するため鋭意検討した結果、超極細のポリエステルフィラ
メントを含む糸条に集束剤を付与することにより、超極細のポリエステルフィラメントを
含む糸条であって、取扱性に優れ、かつ高品位の布帛や繊維製品を得ることが可能な糸条
が得られることを見出し、さらに鋭意検討を重ねることにより本発明を完成するに至った
。
【０００７】
　かくして、本発明によれば「単繊維径が５１０～８００ｎｍの長繊維からなるポリエス
テルフィラメントＡを含む糸条であって、前記ポリエステルフィラメントＡのフィラメン
ト数が５００本以上であり、かつ前記ポリエステルフィラメントＡが海成分と島成分とか
らなる海島型複合繊維の海成分を溶解除去して得られたフィラメントであり、糸条に、単
繊維径が１５００ｎｍより大のフィラメントＢが含まれており、かつ糸条の総繊度が１５
～８００ｄｔｅｘの範囲内であり、かつ糸条に染色加工が施されている糸条に、糊剤およ
び／または油剤を含む集束剤を、糸条の重量に対して０．１～１５重量％付与し、該糸条
を用いて布帛を製造することを特徴とする布帛の製造方法。」が提供される。その際、布
帛を製造した後、ソーピング加工することが好ましい。
　また、「単繊維径が５１０～８００ｎｍの長繊維からなるポリエステルフィラメントＡ
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を含む糸条であって、前記ポリエステルフィラメントＡのフィラメント数が５００本以上
であり、かつ前記ポリエステルフィラメントＡが海成分と島成分とからなる海島型複合繊
維の海成分を溶解除去して得られたフィラメントであり、糸条に、単繊維径が１５００ｎ
ｍより大のフィラメントＢが含まれており、かつ糸条の総繊度が１５～８００ｄｔｅｘの
範囲内であり、かつ糸条に染色加工が施されている糸条に、糊剤および／または油剤を含
む集束剤を、糸条の重量に対して０．１～１５重量％付与し、
　該糸条を用いて、靴下、手袋、サポーター、衣料、織編テープ、紐からなる群より選択
されるいずれかの繊維製品を製造することを特徴とする繊維製品の製造方法。」が提供さ
れる。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明によれば、超極細のポリエステルフィラメントを含む糸条であって、取扱性に優
れ、かつ高品位の布帛や繊維製品を得ることが可能な糸条、および前記糸条を用いてなる
布帛、および前記糸条を用いてなる繊維製品が得られる。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　以下、本発明の実施の形態について詳細に説明する。
　本発明の糸条には、単繊維径が１０～１５００ｎｍのポリエステルフィラメントＡが含
まれる。
　ここで、前記ポリエステルフィラメントＡ（以下、「ナノファイバー」と称することも
ある。）において、その単繊維径（単繊維の直径）が１０～１５００ｎｍ（好ましくは２
５０～８００ｎｍ、特に好ましくは５１０～８００ｎｍ）の範囲内であることが肝要であ
る。該単繊維径が１０ｎｍよりも小さい場合は繊維強度が低下するため実用上好ましくな
い。逆に、該単繊維径が１５００ｎｍよりも大きい場合は、滑り止め性能、ワイピング性
能、ソフトな風合いなどが得られないおそれがあり好ましくない。ここで、単繊維の断面
形状が丸断面以外の異型断面である場合には、外接円の直径を単繊維径とする。なお、単
繊維径は、透過型電子顕微鏡で繊維の横断面を撮影することにより測定が可能である。
【００１２】
　前記ポリエステルフィラメントＡにおいて、フィラメント数は特に限定されないが、滑
り止め性能、ワイピング性能、ソフトな風合いなどを得る上で５００本以上（より好まし
くは２０００～６００００本）であることが好ましい。
　前記ポリエステルフィラメント糸Ａの繊維形態は特に限定されないが、長繊維（マルチ
フィラメント糸）であることが好ましい。単繊維の断面形状も特に限定されず、丸、三角
、扁平、中空など公知の断面形状でよい。また、通常の空気加工、仮撚捲縮加工が施され
ていてもさしつかえない。
【００１３】
　前記ポリエステルフィラメントＡを形成するポリマーの種類としてはポリエステル系ポ
リマーであれば特に限定されず、ポリエチレンテレフタレートやポリトリメチレンテレフ
タレート、ポリブチレンテレフタレート、ポリ乳酸、第３成分を共重合させたポリエステ
ルなどが好ましく例示される。かかるポリエステルとしては、マテリアルリサイクルまた
はケミカルリサイクルされたポリエステルであってもよい。さらには、特開２００４－２
７００９７号公報や特開２００４－２１１２６８号公報に記載されているような、特定の
リン化合物およびチタン化合物を含む触媒を用いて得られたポリエステルや、ポリ乳酸、
ステレオコンプレックスポリ乳酸でもよい。該ポリマー中には、本発明の目的を損なわな
い範囲内で必要に応じて、微細孔形成剤、カチオン染料可染剤、着色防止剤、熱安定剤、
蛍光増白剤、艶消し剤、着色剤、吸湿剤、無機微粒子が１種または２種以上含まれていて
もよい。
【００１４】
　本発明の糸条は、前記ポリエステルフィラメントＡだけで構成されていてもよいが、前
記ポリエステルフィラメント糸Ａと、他の繊維として単繊維径が１５００ｎｍより大（好



(4) JP 6271856 B2 2018.1.31

10

20

30

40

50

ましくは２～３３μｍ）のフィラメントＢとで構成されると、糸条の保形性が向上し好ま
しい。
【００１５】
　前記フィラメントＢの単繊維径が１５００ｎｍ以下であると、糸条の保形性が損われる
おそれがある。ここで、単繊維の断面形状が丸断面以外の異型断面である場合には、外接
円の直径を単繊維径とする。なお、単繊維径は、前記と同様、透過型電子顕微鏡で繊維の
横断面を撮影することにより測定が可能である。
【００１６】
　前記フィラメントＢにおいて、フィラメント数は特に限定されないが、１～３００本の
範囲内であることが好ましい。また、かかるフィラメント糸Ｂの繊維形態は特に限定され
ず紡績糸でもよいが、長繊維（マルチフィラメント糸）やポリウレタン繊維等、あるいは
両者を使用することが好ましい。単繊維の断面形状も特に限定されず、丸、三角、扁平、
中空など公知の断面形状でよい。また、通常の空気加工、仮撚捲縮加工が施されていても
さしつかえなく、またフィラメントＢ以外にフィラメントＣ，Ｄ，Ｅ・・・と複数の組合
せでもよい。
【００１７】
　前記フィラメントＢを形成するポリマーの種類としては、ポリエチレンテレフタレート
やポリトリメチレンテレフタレート、ポリブチレンテレフタレート、ポリ乳酸、第３成分
を共重合させたポリエステル、ポリエーテルエステル、ウレタンなどが好ましく例示され
る。かかるポリエステルとしては、マテリアルリサイクルまたはケミカルリサイクルされ
たポリエステルであってもよい。さらには、特開２００４－２７００９７号公報や特開２
００４－２１１２６８号公報に記載されているような、特定のリン化合物およびチタン化
合物を含む触媒を用いて得られたポリエステルやポリ乳酸、ステレオコンプレックスポリ
乳酸でもよいが、滑り止め効果をより追及する場合はポリエーテルエステルやポリウレタ
ンなどの弾性樹脂が好ましい。該ポリマー中には、本発明の目的を損なわない範囲内で必
要に応じて、微細孔形成剤、カチオン染料可染剤、着色防止剤、熱安定剤、蛍光増白剤、
艶消し剤、着色剤、吸湿剤、無機微粒子が１種または２種以上含まれていてもよい。
【００１８】
　本発明の糸条において、例えば、ポリウレタン繊維やポリエーテルエステル系繊維など
からなる弾性繊維糸条と、ポリエステルフィラメントＡとをインターレース空気ノズルな
どにより空気混繊させた複合糸や、弾性繊維糸条とポリエステルフィラメントＡとを複合
仮撚捲縮加工した複合糸や、弾性繊維糸条のまわりにポリエステルフィラメントＡをカバ
リングした複合糸などや、紡績糸との複合糸でもよい。例えば、ポリエステルフィラメン
トＡを鞘部に配し、フィラメントＢなどの他の繊維を芯部に配した複合糸とすることも好
ましい。
【００１９】
　本発明の糸条の総繊度（単繊維繊度とフィラメント数との積）は、１５～８００ｄｔｅ
ｘ（好ましくは３５～５００ｄｔｅｘ、特に好ましくは３５～３００ｄｔｅｘ）の範囲内
であることが好ましい。総繊度が１５ｄｔｅｘより小さい場合は糸条強度が低下するため
実用上好ましくない。逆に、総繊度が８００ｄｔｅｘよりも大きい場合は、繊維製品にす
る際にその製造設備に仕掛らないおそれがある。
【００２０】
　本発明の糸条は、染色加工（例えば明度が１０～９０の範囲内。）が施されていると、
該糸条を用いて繊維製品にした後で染色する必要がなく好ましい。
　本発明の糸条には、集束剤が付与されている。かかる集束剤としては、表面に何も付着
していない総繊度５６ｄｔｅｘ／１０ｆｉｌのポリエチレンテレフタレートマルチフィラ
メント糸条に、糸条重量に対して５重量％付与し、糸条がフリー（無張力の状態）の状態
で単糸が凝集していることを目視で判定できる集束性を有するものであればよい。集束剤
が付与されていない場合は、糸条の取扱性が低下し、高品位の布帛や繊維製品を得ること
ができないおそれがあり好ましくない。
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【００２１】
　ここで、集束剤としては優れた集束性を得る上で、糊剤（サイジング剤と称されること
もある。）および／または油剤（オイリング剤と称されることもある。）が含まれている
ことが好ましい。もちろん、糊剤および／または油剤のみからなるものでもよい。
　かかる糊剤としては、ＰＶＡ（ポリビニルアルコール）や、ポリアクリル酸エステル、
ポリアクリル酸、ポリメタクリル酸エステル、ポリメタクリル酸、ポリアクリル酸ソーダ
などのアクリル系糊剤などが例示される。
【００２２】
　また、前記集束剤にはワックスや界面活性剤などが含まれていてもよい。かかるワック
スには、カルナバワックス、カンデリラワックス、モンタンワックスなどの天然ワックス
やポリエチレンワックスなどの合成ワックスなどが例示される。
　一方、油剤としては、例えば、特開平１０－１５８９３９号公報に記載されているよう
な油剤や、潤滑油（鉱物油）でもよい。市販のものでは、日華化学（株）製「ＬＡＮ－４
０１」（製品名）、松本油脂製薬（株）製「ブリアンＣ－１８４０－１」（製品名）など
コーニングオイルと称されるものが好適に例示される。
【００２３】
　本発明の糸条において、集束剤の付着量としては、糸条重量に対して固形分重量で０．
１～１５重量％（好ましくは０．１～１０重量％）の範囲内であることが好ましい。糸条
表面に糊剤が付着していない場合および付着量が０．１重量％より小さい場合は、糸条に
極めて単繊維径が小さい繊維が含まれるため、該糸条を用いて布帛や繊維製品を製造する
際に毛羽等が発生し品質に問題が出るおそれがある。逆に、該付着量が１５重量％よりも
大きい場合は、糸条が剛直となり、布帛や繊維製品を製造することが困難になるおそれが
ある。
【００２４】
　本発明の糸条は、例えば以下の製造方法により製造することができる。まず、海成分と
、ポリエステルからなりその径が１０～１５００ｎｍである島成分とで形成される海島型
複合繊維（ポリエステルフィラメントＡ用繊維）を用意する。かかる海島型複合繊維とし
ては、特開２００７－２３６４号公報に開示された海島型複合繊維マルチフィラメント（
島数１００～１５００）が好ましく用いられる。
【００２５】
　すなわち、海成分ポリマーとしては、繊維形成性の良好なポリエステル、ポリアミド、
ポリスチレン、ポリエチレンなどが好ましい。例えば、アルカリ水溶液易溶解性ポリマー
としては、ポリ乳酸、超高分子量ポリアルキレンオキサイド縮合系ポリマー、ポリエチレ
ングルコール系化合物共重合ポリエステル、ポリエチレングリコール系化合物と５－ナト
リウムスルホン酸イソフタル酸の共重合ポリエステルが好適である。なかでも、５－ナト
リウムスルホイソフタル酸６～１２モル％と分子量４０００～１２０００のポリエチレン
グルコールを３～１０重量％共重合させた固有粘度が０．４～０．６のポリエチレンテレ
フタレート系共重合ポリエステルが好ましい。
【００２６】
　一方、島成分ポリマーは、繊維形成性のポリエチレンテレフタレートやポリトリメチレ
ンテレフタレート、ポリブチレンテレフタレート、ポリ乳酸、第３成分を共重合させたポ
リエステルなどのポリエステルが好ましい。該ポリマー中には、本発明の目的を損なわな
い範囲内で必要に応じて、微細孔形成剤、カチオン染料可染剤、着色防止剤、熱安定剤、
蛍光増白剤、艶消し剤、着色剤、吸湿剤、無機微粒子が１種または２種以上含まれていて
もよい。
【００２７】
　上記の海成分ポリマーと島成分ポリマーからなる海島型複合繊維は、溶融紡糸時におけ
る海成分の溶融粘度が島成分ポリマーの溶融粘度よりも大きいことが好ましい。また、島
成分の径は、１０～１５００ｎｍの範囲とする必要がある。その際、島成分の形状が真円
でない場合は外接円の直径を求める。前記の海島型複合繊維において、その海島複合重量
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比率（海：島）は、４０：６０～５：９５の範囲が好ましく、特に３０：７０～１０：９
０の範囲が好ましい。
【００２８】
　かかる海島型複合繊維は、例えば以下の方法により容易に製造することができる。すな
わち、前記の海成分ポリマーと島成分ポリマーとを用い溶融紡糸する。溶融紡糸に用いら
れる紡糸口金としては、島成分を形成するための中空ピン群や微細孔群を有するものなど
任意のものを用いることができる。吐出された海島型断面複合繊維は、冷却風によって固
化され、好ましくは４００～６０００ｍ／分で溶融紡糸された後に巻き取られる。得られ
た未延伸糸は、別途延伸工程をとおして所望の強度・伸度・熱収縮特性を有する複合繊維
（延伸糸）とするか、あるいは、一旦巻き取ることなく一定速度でローラーに引き取り、
引き続いて延伸工程をとおした後に巻き取る方法のいずれでも構わない。かかる海島型複
合繊維において、単繊維繊度、フィラメント数、総繊度としてはそれぞれ単繊維繊度０．
５～１０．０ｄｔｅｘ、フィラメント数５～７５本、総繊度３０～１７０ｄｔｅｘの範囲
内であることが好ましい。
【００２９】
　次いで、前記海島型複合繊維と、必要に応じて他の繊維とを用いて糸条を製造する。こ
こで、他の繊維を用いる場合は、他の繊維が複合糸の表面に露出しにくいように、糸条を
三層構造として中間層に他の繊維を配す方法や、海島型複合繊維が鞘部に位置し、他の繊
維が芯部に位置する複合糸条として製造することが好ましい。その際、用いる機械は限定
されず、従来公知の混繊加工機、仮撚捲縮加工機またはカバリング機でよい。また、得ら
れた複合糸条を織編物などの繊維製品にする際、さらに５００回／ｍ以下の撚りを施して
もよい。
【００３０】
　次いで、該糸条にアルカリ水溶液処理を施し、前記海島型複合繊維の海成分をアルカリ
水溶液で溶解除去することにより、海島型複合繊維を単繊維径が１０～１５００ｎｍのポ
リエステルフィラメントＡとすることにより、本発明の糸条が得られる。その際、アルカ
リ水溶液処理の条件としては、濃度１～４％のＮａＯＨ水溶液を使用し５５～９８℃の温
度で処理するとよい。
【００３１】
　また、該アルカリ水溶液による溶解除去の前および／または後に糸条に染色加工を施し
てもよい。さらに、常法の起毛加工、撥水加工、さらには、紫外線遮蔽あるいは制電剤、
抗菌剤、消臭剤、防虫剤、蓄光剤、再帰反射剤、マイナスイオン発生剤等の機能を付与す
る各種加工を付加適用してもよい。
【００３２】
　海島型複合繊維の海成分をアルカリ水溶液で溶解除去し、単繊維径が１０～１５００ｎ
ｍのポリエステルフィラメントＡを含む糸条を得た後、該糸条に集束剤を付与し、必要に
応じて乾燥することにより、本発明の糸条を得ることができる。その際、用いる加工機と
しては、何ら制約することはなく従来公知のサイジング機でよい。
　かくして得られた糸条は超極細のポリエステルフィラメントを含む糸条であって、取扱
性に優れ、かつ高品位の布帛や繊維製品を得ることが可能な糸条である。
【００３３】
　次に、本発明の布帛は前記の糸条を用いて製織または製編または製紐された布帛である
。かかる布帛は、ソーピング加工（精練）することで前記糸条に付着した集束剤が除去さ
れ、優れた滑り止め性能、ワイピング性能、ソフトな風合いなどを呈する。さらには、前
記の糸条を用いて製造されているので、工程性に優れ高品位である。
【００３４】
　次に、本発明の繊維製品は、前記の糸条を用いて得られた、靴下、手袋、サポーター、
衣料、織編テープ、紐からなる群より選択されるいずれかの繊維製品である。かかる繊維
製品は、ソーピング加工（精練）することで前記糸条に付着した集束剤が除去され、優れ
た滑り止め性能、ワイピング性能、ソフトな風合いなどを呈する。さらには、前記の糸条
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を用いて製造されているので、工程性に優れ高品位である。なお、かかる繊維製品には、
前記の布帛を用いたものも含まれる。
【実施例】
【００３５】
　次に本発明の実施例及び比較例を詳述するが、本発明はこれらによって限定されるもの
ではない。なお、実施例中の各測定項目は下記の方法で測定した。
【００３６】
　＜溶融粘度＞
　乾燥処理後のポリマーを紡糸時のルーダー溶融温度に設定したオリフィスにセットして
５分間溶融保持したのち、数水準の荷重をかけて押し出し、そのときのせん断速度と溶融
粘度をプロットする。そのプロットをなだらかにつないで、せん断速度－溶融粘度曲線を
作成し、せん断速度が１０００秒－１の時の溶融粘度を見る。
【００３７】
　＜溶解速度＞
　海・島成分の各々０．３φ－０．６Ｌ×２４Ｈの口金にて１０００～２０００ｍ／分の
紡糸速度で糸を巻き取り、さらに残留伸度が３０～６０％の範囲になるように延伸して、
８４ｄｔｅｘ／２４ｆｉｌのマルチフィラメントを作製する。これを各溶剤にて溶解しよ
うとする温度で浴比１００にて溶解時間と溶解量から、減量速度を算出した。
【００３８】
　＜単繊維径＞
　生地を電子顕微鏡で写真撮影した後、ｎ数５で単繊維径を測定しその平均値を求めた。
【００３９】
　＜集束剤の付着量＞
　糸条を綛繰り機で約２ｇ取り、１０５℃で２時間絶乾しシリカゲル入りデシケータ中で
２時間放冷した後の重量（Ｗ１）を測定する。その後、糸条をソーダ灰４ｇ／Ｌおよび界
面活性剤２ｇ／Ｌおよびトリポリリン酸ソーダ２ｇ／Ｌを添加した９８℃の水溶液中で１
時間処理する。処理後の糸条を、１０５℃で２時間絶乾しシリカゲル入りデシケータ中で
２時間放冷した後の重量（Ｗ２）を測定する。下記式から糊剤の付着量として算出した。
（Ｗ１－Ｗ２）／Ｗ１×１００
【００４０】
　＜糸条の取扱性＞
　糸条を用いて丸編物を製編する際の工程性を、「優れている。」「普通」「毛羽が発生
し劣っている。」の３段階に評価した。
【００４１】
　　［実施例１］
　島成分としてポリエチレンテレフタレート（２８０℃における溶融粘度が１２００ポイ
ズ、艶消し剤の含有量：０重量％）、海成分として５－ナトリウムスルホイソフタル酸６
モル％と数平均分子量４０００のポリエチレングリコール６重量％を共重合したポリエチ
レンテレフタレート（２８０℃における溶融粘度が１７５０ポイズ）を用い（溶解速度比
（海／島）＝２３０）、海：島＝３０：７０、島数＝８３６の海島型複合未延伸繊維を、
紡糸温度２８０℃、紡糸速度１５００ｍ／分で溶融紡糸して一旦巻き取った。
　得られた未延伸糸を、延伸温度８０℃、延伸倍率２．５倍でローラー延伸し、次いで１
５０℃で熱セットして巻き取った。得られた海島型複合繊維（ポリエステルフィラメント
Ａ用繊維、延伸糸）は５６ｄｔｅｘ／１０ｆｉｌであり、透過型電子顕微鏡ＴＥＭによる
繊維横断面を観察したところ、島の形状は丸形状でかつ島の径は７００ｎｍであった。
　得られた海島型複合繊維を２本と、ポリエチレンテレフタレートからなるマルチフィラ
メント（３３ｄｔｅｘ／１２ｆｉｌ；単繊維径１６μｍ、フィラメントＢ）１本を引き揃
えてインターレース加工にて混繊糸を得た。
【００４２】
　次いで、該混繊糸条に含まれる海島型複合繊維の海成分を除去するために、２．０％Ｎ
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ａＯＨ水溶液で、７０℃にて２５％減量（アルカリ減量）した。その後、常法の染色加工
でグレー色に染色を行った。
　その後、糊剤（集束剤）としてＰＶＡ（分子量５００）５％ｓｏｌ．およびポリアクリ
ル酸エステル１％ｓｏｌ．を含む水溶液を準備し、上記糸条を解舒しながら連続的に集束
剤水溶液に浸漬後、８０℃乾燥しながら巻き取った。
　得られた糸条は、単繊維径が７００ｎｍのポリエステルフィラメントＡと単繊維径が１
６μｍのフィラメントＢから構成されており、総繊度は１３５．８ｄｔｅｘ、糊剤（集束
剤）の付着量は９．２重量％であり、集束性に優れていた。
　得られた糸条を用いて通常の丸編み機を使用してスムース組織で丸編物からなる布帛を
製編した際、毛羽等による断糸は発生せず安定して製編でき、糸条の取扱性に優れていた
。得られた丸編物をソーダ灰４％ｓｏｌ．および界面活性剤２％ｓｏｌ．を含む６０℃の
水溶液でソーピング加工した結果、糊剤（集束剤）は完全に除去され、単繊維径７００ｎ
ｍのポリエステルフィラメントＡが露出し、非常に滑り難いものであった。また、毛羽等
による糸切れなどの編み欠点は認められず高品位であった。次いで、該丸編物を用いて手
袋を得たところ高品位であった。
【００４３】
　　［実施例２］
　実施例１において、集束剤として糊剤にかえて油剤（松本油脂製薬（株）製「ブリアン
Ｃ－１８４０－１」（製品名））を用い、油剤（集束剤）の付着量を６．０重量％にかえ
ること以外は実施例１と同様にした。ソーピング加工した結果、油剤（集束剤）は完全に
除去され、単繊維径７００ｎｍのポリエステルフィラメントＡが露出し、非常に滑り難い
ものであった。また、毛羽等による糸切れなどの編み欠点は認められず高品位であった。
次いで、該丸編物を用いて手袋を得たところ高品位であった。
【００４４】
　　［比較例１］
　実施例１において、海島型複合繊維の替わりに５６ｄｔｅｘ／１０ｆｉｌのポリエチレ
ンテレフタレートマルチフィラメントを用いた以外は、実施例１と同様に糊剤（集束剤）
付き糸条を得た。
　得られた糸条において、前記ポリエステルフィラメントの単繊維径は２３μｍであり、
ポリエステルフィラメントＢの単繊維径が１６μｍであった。また、糸条の表面に露出す
る繊維はすべてポリエチレンテレフタレートマルチフィラメントであった。この糸条を用
いて製編しソーピング加工により糊剤を除去した丸編物は、滑り止め性能があるとはいえ
ないものだった。
【００４５】
　　［比較例２］
　実施例１と同様に混繊糸条を得て、アルカリ減量した糸条を得た後、糊剤（集束剤）を
付けずにそのまま丸編み機で製編したが、ガイド等に糸条が擦れて毛羽が発生したことに
より断糸が多発し糸条の取扱性に劣るものであった。また、得られた丸編物は品位の良く
ないものであった。
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